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202４～202５年度 RI2540 地区テーマ 

「小さな奉仕を積み重ね、  

希望の未来へ前進しよう」 

  

 

 

 

 

 

                                         

第１４００例会 ２０２５年５月１９日 

 

 

 

 

■会長の時間                                                                         

自動車を運転中にスマートフォンなどを使いながら運転による死亡・重傷事

故が昨年２件増の２８件でした。統計のある２００７年以降で最多となりました。

若者が多い「ながら運転」は昨年の１１月から罰則が強化されました。改正道

路交通法で６ヶ月以下の懲役または１０万円以下の罰則と定められました。

事故を起こすなど危険を生じさせた際の罰則はさらに重いです。昨年の「な

がら運転」の２８件のうち、スマホの画面の注視操作は２５件、通話は３件でし

た。昨年までの５年間に起きた死亡・重傷事故で半数以上が１０代以下で、

２０代は２割で若者の事故が多いです。昨年の改正で酒気帯び運転も罰則となりました。昨年までの５

年間で酒気帯びを含む飲酒運転の死亡・重傷事故が５０６件で、中高年以上の事故が目立ち６割が５

０代以上でありました。自転車も酒を飲んで運転すると処罰されますので注意してください！！ 昨年１

年間で全国で自動車の交通事故で死亡した人は２，６６３人で死者数は統計が残る１９４８年以降で３

番目に少なかったです。内訳は東京が１４６人、愛知１４１人、千葉１３１人。皆さんここで質問ですが、

一番少ない県はどこであったでしょうか？？答えは人口が少ない島根で９人でした。政府は今年、死

者数を２，０００人以下とする目標を掲げました。２０２２年が過去最少の２，６１０人まで減りました。 私

たち運転者が常に気を付けて運転することにより事故は減ると思います。 

 

■幹事報告                                                                                                           

〇ガバナー事務所より、クラブサポートミーティング目標入力のお願い 

〇       〃     ハイライトよねやま №３０２ 

 

 

Ｒ Ｉ 会 長 : ステファニーA .アーチック 
地区ガバナー : 佐藤 和志 （田沢湖ＲＣ） 

会 長 : 菅原 新一 
幹 事 : 秦   誠 
会報委員長 : 尾形 勝美 

THE MAGIC OF ROTARY 

 

大館中央ロータリークラブ 
ODATE CHUO ROTARY CLUB 

ロータリーのマジック 

Weekly Report 

■出席報告 

会員数 １５名 

本     日   出席者  １３名  出席率  ８６．６６％ 

２/１７修正   出席者  １０名  出席率  ６６．６６％ 

修正率  ７３．６６％ 

■例会 
毎週月曜日 12:30～  
秋北電機工業（株） 

■事務局 
〒017-0055 大館市字沼館 91 
秋北電機工業（株）内 
TEL：0186-42-7275 
FAX：0186-45-1552 
E-mail：ri2540odatechuo@gmail.com 
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ニコニコＢＯＸ  本日の合計  ４，０００円  目標 ３００，０００円  ６４．６％達成 

〇菅原新一会長＝先日、住友さんのゴルフありがとうございます。洞田さんありがとう。僕の優勝だ

そうで最高です！ 

〇秦  誠幹事＝洞田さん、住友ゴルフコンペでは大変お世話になりました。菅原会長、優勝おめ

でとうございます。 

〇洞田健一郎会員＝菅原会長、秦さん、伊藤深雪さん、山口さん、先日は弊社のゴルフコンペに

ご参加いただき、ありがとうございました！会長、優勝おめでとうございます！ 

〇工藤賢一会員＝昨日、地域の運動会「シン ナガキオリンピック」が開催され、顧問として参加し

てきました。学校と地域のコラボによる初の試みであり、６００名以上が参加しました。日程など課

題も残りましたが、とても楽しい運動会でした。 

               

■プログラム 会員卓話 秦  誠会員 

 当社では大館市から温泉施設の業務委託を受けて、現在大滝温泉、雪

沢温泉、軽井沢温泉を点検管理を行っています。前は花岡温泉もあった

んですけども、そちらの方は廃止になり、建物も解体して、もう源泉の湯元

を埋めてコンクリートを詰めたということです。それと大滝温泉の件ですけ

れども、昭和 61 年に設計が日本温泉研究所、施工が日商岩井（株）さん

で、集中管理方式という方法で各受給者施設に配湯しています。 大滝

温泉の源泉は深さが非常に浅く、50m で毎分 1500ℓほど汲み上げ、温泉

温度は約 67℃前後でとても豊富な供給量です。雪沢温泉は 360ℓぐらい

で 50.1℃ぐらいですね。軽井沢温泉は 55℃で 150ℓぐらいという状況です。

今日は温泉に関して、私ちょっとネットの方から調べてきました資料をもと

にお話します。手元に配布されている旅する時間というのをご覧ください。温泉の文化は日本独自のも

のであり、海外の温泉との違いについて書かれています。日本各地にはたくさんの温泉があり、病気や

怪我の療養の為に温泉に浸かり、リフレッシュするために温泉旅行に出かけたり、日本人にとっては温

泉はなくてはならないものというふうにみられています。実は海外にも様々な温泉が存在します。日本と

海外の温泉の違いについてですが、日本と海外の温泉はここが違うという 5 つのポイントが書かれてい

ます。①海外の温泉はプール感覚  ②海外の温泉の定義は日本と違う③ 海外にはない？酸性泉

は日本特有④ 海外の温泉は水着が必須 ⑤ヨーロッパの温泉は医療行為の一環 世界の火山の 7%

を有する国でもある日本。そんな日本には火山の恩恵ともいえる温泉がたくさん湧き出ています。源泉

と温泉地の数は他の国を圧倒するほどですということです。令和 4 年温泉利用状況によると令和 5 年

3 月末現在、温泉の数は 27,932、宿泊施設を備えた温泉地は 2,879 もあるそうです。温泉大国 1 位の

国というのも頷けますということですね。これだけの温泉を有するうえに、温泉といえば旅館や浴衣など

の和のイメージがあることということで、アジアでいえば台湾やタイにも有名な温泉があり、ドイツ、ハン

ガリー、アイスランドなどのヨーロッパ諸国にも「一度は訪れたい」名湯の数々が、日本以外の国でも温

泉は愛されているということです。海外の温泉はプール感覚と先ほど話しましたように、旅館のような温

泉施設だけではなく、街並みや自然も含めて風情ある景観というのが、日本の温泉と人の手を加えて
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それぞれの温泉地を作り上げて観光地化が進んできました。それが温泉街として発展して日本では温

泉に浸かるだけではなく、その土地の食事を楽しんだり、観光スポットを回ったり、温泉街に滞在すると

いう、そして楽しむ傾向があるんだということです。海外の温泉はどうかというと、人の手を極力加えず

自然をそのまま生かし、温泉や屋外プールのようなものが多く見られるということです。温泉というよりも、

水泳や水遊びを楽しむ感覚かもしれないということと言われています。海外の温泉の定義は日本と違う

というのは温度差です。日本の温度は温泉法という法律のもとで泉温は 25℃以上が定義されています。

アメリカでは 21.1℃、イギリスやドイツ、ヨーロッパ諸国は 20℃以上ということで、国によって違いがあり

ます。海外の温泉は、ぬるま湯のような低い温泉でも加温せずに、自然から湧き出る温度のまま入る。

ゆったりと浸かって温まる日本とは大きな違いということです。そして海外にはない日本特有の酸性の

泉質ということで、泉質には様々な種類があります。酸性泉は日本特有の泉質で、酸性度が高く、殺菌

力に優れているため皮膚病に効能を発揮するといわれています。火山の噴気孔の近くから湧き出るこ

とが多いとされるため、海外ではほとんど見られない泉質でもあります。大滝温泉の場合は、だいぶ八

幡平とかから離れているので酸性泉ではあるんですけれども、どちらかというと温泉の種類もいろいろ

ありまして、直接そういうふうに温泉が湧き出て流れるところと、マグマとか地熱によって温度が上がって

高い温度で温泉が出てくると、特に大滝の場合は米代川の水位が非常に影響しているということも言

われています。それから日本の温泉は裸で入りますが、海外は水着が必要です。海外の温泉は屋外

プールのようなものが多く男女一緒に入ることもあり、水着を着用しなければなりません。台湾の温泉は

屋内は裸で入ることも多いようですが、露天大浴場は水着だけでなく、水泳帽も必要と言われています。

日本でも水着で入れる温泉レジャー施設が増えていますが、温泉はやっぱり裸でつかりたいものです

ね。次はヨーロッパの温泉は医療行為の一環ということで、日本では「湯治」という言葉がありますが、ヨ

ーロッパでも温泉療法という医療行為の一環として温泉は利用されてきました。ヨーロッパでは長期滞

在して、温泉地には専門医が常駐し、温泉療法を指導する等、日本の湯治とは様相が異なります。特

に注目すべき点は、温泉を飲む「飲泉」も医療行為の一つであること。回数や量、飲む時間まで決めら

れている。ちなみに大滝温泉は飲めるということで、神社の前の足湯のそばにお湯飲み場があります。

それは検査して飲めるということにはなっています。いろいろな温泉で飲んでもいいよというのもありま

すけど、全てが飲める・利用できるということではないので、気をつけた方がいいと思います。特にドイ

ツは公的健康保険が適用されるほど温泉療法が盛んな国のようです。世界にも様々な温泉が数多くあ

ります。息をのむほどに美しい絶景の温泉や、世界遺産に登録された温泉など色々あります。日本人

は温泉街という他の国にはない特別な空間を作り出してきました。女将さんが迎えてくれる温泉宿、浴

衣を着て過ごす時間、そこでしか食べられない食事、そして心と体を癒してくれる温泉、それらがすべ

て一体となり日本独自の温泉文化を作り出したと言えるでしょう。日本人にとって、なくてはならない温

泉。温泉は間違いなく他の国の人たちよりも身近な存在なのです。大自然の中のプールのような温泉

にも心惹かれるものがありますが、やはり風情がある日本の温泉は格別。ぜひ日本各地の温泉を楽し

んでみてはいかがでしょうか？ 

 

 


